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煎ゴマ油,の酸化安定性の妾因について

邨短大　福田靖子

（目的）ゴマ種子を焙煎後．濾過のみで搾油する焙煎ゴマ油は長期保存中にも劣化せず．

またフライ油として使用した場合にも腰の強い油であること.が知られている．この油の極

めて高い酸化安定性の要因については．既に．種子焙煎温度の高い程セサモリン（抗酸化

前駆体）の分解により生じるセサモ-ルが増え．酸化安定性も高くなることから．セサモ

- ルも一因であることを発表したが（第　28回油化学研究発表会, 1989 ）．油中のセサモ

ール量は　O.Olil!程度であり，他の要因も考えられることからさらに検討を行った．

（方法）　①焙煎ゴマ油（竹本油脂貰）を熟メタノールで抽出し.I冷却によりトリグリセ

リド区分を沈澱させ，熟メタノ-ル可溶s.分（Ｓ）とわけ．s区分はさらに　silica gel

coluin chroiatography および　HPLCにより有効区分の検索を行った．②≪化安定性はリ

ノール酸を基質とする重量法を用い．　トコフェロール．セサモールは　HPLC（toc. :　Develo-

sil　SI60-5, n・hexane：isopropyl　alcohol　99：1, Eχ29Sni, Ei325na, sesaiol：Develosil

ODSIO, H;tO　：　NeOH　４：6,296nii）で測定．

（結果）焙煎dマ油中のＳは　O.H%（v／v)であり．　酸化安定性はこの区分に由来してい

た. 又この区分はゴマ油の芳香と濃褐色を呈していた。coluan chro皿atography　により既

知のリグナン類(セサミン，セサモリン）.　トコフェロールは　n-hexane：EtOAc ８：２で溶出

し，褐色成分は．EtOAc, EtOAc：HeOH １：1, NeOH,で多くが溶出した。n－hexane：EtOAc ８：

2 以外の溶出－分について　HPLC, TLCにより検索した。　uv 280n・に吸収をもち，TLC上

で塩化鉄反応を示す成分がかなり見いだされた．これらフェノール化合物の中に抗m 化性

を示したり，トコフェロールやセサモールと相乗作用を示す物質が存在するものと考えら

れ．さらに検討した．


